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 1. 　論文の見出し分割は、まずローマ数字 「Ⅰ」 「Ⅱ」 「Ⅲ」 ……、さらに区分する場合はアラビア数字  

「1. 」 「2. 」 「3. 」 ……とする。アラビア数字の場合は 「．」 を付ける。

 2.　句読点は、「､」 「。」 で統一する。

 3. 　 「参考文献」（References）は論文の末尾にまとめる。参考文献は、  洋書 （著者の ABC 順に） と和書 （著

者のアイウ順に） に分けて並べる。同一著者で同一年に 2 つ以上の文献がある場合は、年号の後に a、b、

c を付けて区別する。 「注」 は脚注形式を採用する （ただし提出原稿は論文の末尾で可）。

 4.　本文および脚注での文献・頁の表示例 

　　　 文献表示の基本は、著者・年号・頁の順番とする。 ただし、（　） の付け方に注意。

　　 例 1. ブランシャール
 1） は、「このような極端な産出量の落込みは……ないであろう」 （Blanchard, 1997, 

24 ─ 25）。 この議論は、……
　　 ≪あわせて本文中での脚注の表記法も記してある≫

　　 例 2.　ここでのスティグリッツの主張について、河田 （2000, 104） は 「…合計価値が減少したために、

労働需要が減少した」 と解釈する。 

　　例 3.　ハイエク （Hayek, 1987b, 105 ; 187 : 訳 108 ; 190） によれば、メンガーは……。 

　　 ≪ 2 ヶ所以上ある時は、「 ; 」 を使う≫

　　 例 4.　この点を論じたものに、 山田 （1976） や中山 （1998）、Knight （1979）、Aitchison and Brown （1957） 

などがある。

　　 ≪頁を示さないときには、年号だけを （　） でくくる。 英文論文の場合も同じ≫

 5.　脚注の形式

　　1）　これは……、「ヒックスにとって……」 （Blaug, 1979, 34）。 

 6.　論文参考文献の表記

　　a.　欧文表記名は ABC 順で先に、和文表記名はアイウ順で後に並べる。 
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　　b.　論文の場合は、必ず 「印刷頁」 を付記すること。

　　c.　欧文の著書名、雑誌名はイタリックであるが、編集の都合上必ずアンダーラインを付けること。

　　　　　　　　　　参考文献 （References）

　　例 1.　編著に含まれる論文の表記

　　 Cosmides, L. and Tooby, J. “Cognitive Adaptations for Social Exchanges.” in Barkow, J., Cosmides, L., and 

Tooby, J. eds., The Adapted Mind : Evolutionary Psychology and the Generation of Culture, Oxford University 

Press, 1992. 

　　Ar row, K. J. “An Extension of the Basic Theorems of Classical Welfare Economics.” in Neyman, J. ed., 

Proceedings of the Second Berkeley Symposium on Mathematical Statistics and Probability, University of 

California Press, 1951. 

　　例 2.　雑誌論文の表記

　　Pu llen, J. “Malthus on the Doctrine of Proportions and the Concept of the Optimum.” Australian Economic 

Papers, 21（39） : 134 ─ 154, 1979. 

　　　≪巻 （号）：印刷された頁， 年号≫

　　Pan zer, J. C. and R. D. Willig “Free Entry and the Sustainability of Natural Monopoly.” Bell Journal of 

Economics, 8（1）, 80 ─ 90, 1977a. 

　　例 3.　翻訳がある場合の表記

　　 Winch, D., Malthus, Oxford University Press, 1987 （久保芳和・橋本比登志訳 『マルサス』 日本経済評論

社、1992）。 

　　例 4.　著書の場合

　　Aitchison, J. and Brown, J. The Lognormal Distribution, Cambridge University Press, 1957. 

　　例 5.　邦語文献の場合の表記例

　　 羽鳥卓也 「『国富論』 における生産的労働と蓄積ファンド」 （経済学史学会編 『国富論の成立』 所収、岩

波書店、1976）。 

　　羽鳥卓也 「マルサスにおける農業主義と商工業主義」 『マルサス学会年報』 （1）：1 ─ 20、1991。

　　≪巻 （号）：印刷された頁、刊行年≫

　　横山照樹 『初期マルサス経済学の研究』 有斐閣、1998。
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　7. 　外国人名の表記（カタカナ）は、 発音が不確定なときには、 初出時にのみ、  例えば 「バーコウ 

（Barkow, J.）」 というように、原綴りを （　） に入れて補うことにして、原則すべての欧文人名は、本

文中ではカタカナ書きにする。 

　8. 　欧文文献などにおけるイタリック表示は、編集作業を容易にするため、原稿提出時にはすべてアン

ダーラインを付けること。 また、フランス語のアクサンやドイツ語やウムラウトなど、TXT 形式では

保存できない特殊な文字については、ワープロ原稿に 「黄色のマーカー」 で指示する。 

　9. 　論文は、ワープロ印刷されたもの 2 部に加え、Microsoft Word、TeX、または一太郎で作成したファ

イルを収録したメディアを添えて提出 （メールの添付ファイルも可） のこと。 ただし、手書き原稿の場

合は、予めその旨を編集委員会に申し出て許可を得ることとする。 

10. 　論文原稿には、整理の都合上、執筆者氏名、論文名、連絡住所、電話番号、E-mail アドレスを記載

した表紙を付けること。 

11.　校正は再校までとする。 

　　 

付記

・ 誌面全体の統一をはかるために、編集段階で表記の変更を行うことがありますので、ご了承

ください。 

・ 「上智経済論集」掲載の原稿は、本学図書館のデジタル化に伴い、経済学部のホームページ

上その他で公開いたしますので、著作権者にはこの点をご理解いただき、ご許可をお願いい

たします。
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投稿原稿の募集

　上智経済論集は以下の要項により投稿原稿を募集しています。多数の応募を期待します ｡ 

記

 1．　投稿原稿は経済学もしくは経営学に関する未発表の学術論文であること。

 2．　執筆は「上智経済論集」執筆要項によること。

 3．　投稿論文のボリュームは 200 字詰め原稿用紙 100 枚相当を目安とする。

 4． 　 本学経済学研究科の大学院生が投稿する場合には、指導教員からの推薦状を添付すること。

 5．　投稿者はプリントアウトされた原稿 2 部、原稿のファイルが保存されたメディアを下記に送付する。

　　　 　〒102-8554　東京都千代田区紀尾井町 7─1

　　　　　　　　　　　上智大学経済学部「上智経済論集」編集委員会　宛

　　　必要書類を受理したとき編集委員会はその旨を投稿者に連絡をする。

 6．　学外者の場合、投稿料は論文 1 篇につき 15,000 円とする。

 7．　上智大学経済学部「上智経済論集」編集委員会は投稿希望の学外者に請求書を発行する。

 8． 　投稿者は請求書に基づき、以下のどちらかの方法で投稿料を納める。

　　　　① 銀行振込による支払い

　　　　② 上智学院財務局資金グループ窓口（2 号館 4 階）において、現金による支払い

 9． 　 論文の採否は、2 名のレフリーの意見を参考に編集委員会で決定する。掲載に際しては執筆者に修

正を依頼することがある ｡

10． 　編集委員会は、原則として投稿受付後 3 ヶ月以内に投稿者に論文の採否の決定を通知する。

11． 　投稿原稿のプリントアウト、およびファイルは採否を問わず返却しない。　　

以上
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上智大学経済学会会則

第 1条　本会は、上智大学経済学会と称する。

第 2条　本会は、経済学・経営学の研究とその発表を目的とする。

第 3条　本会は、事務局を上智大学経済学部に置く。

第 4条　 本会は、上智大学経済学部・大学院経済学研究科所属の専任および兼任教員をもって構成する。

第 5条　本会は、次の事業を行う。

　　　　 1．雑誌「上智経済論集」の発行。

　　　　 2．ディスカッション・ペーパーの発行。

　　　　 3．国内および国外の諸大学・研究機関との資料および研究成果の交流。

　　　　 4．学生の研究活動の指導・援助。

　　　　 5．その他、経済学部教授会または経済学研究科委員会で適当と認めた事業。

第 6条　本会の運営は経済学部教授会または経済学研究科委員会の決議による。

第 7条　本会に次の役員を置く。

　　　　 1．会長（経済学部長）。

　　　　 2．編集委員若干名（任期 2年）。

第 8条　本会則の変更は、経済学部教授会の決議による。

制定：1962年

改正：2012年 3月 1日
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編 集 後 記

　上智経済論集第 64号は、論説 1本（閔先生）、研究ノート 3本（新井先生、細萱先生、竹内 

先生、本田先生）の計 4本、うち英文による研究成果 2本を掲載して刊行することができま 

した。執筆者の先生方、および刊行までの進捗にご尽力いただいた中里先生に厚くお礼申し 

上げます。

　近年、日本の大学における研究成果の評価と発信については、国内外の査読付きの学術雑誌

を中心として行われることが主流となり、大学の紀要のあり方にはさまざまな議論がなされる

ようになりました。多くの大学の紀要で査読付き論文も掲載するようになる反面、紀要不要論

が提起されてその歴史を閉じてしまった大学も少なくありません。

　学術研究の成果を検証して広く社会へ還元することを重視し、外部の査読者のコメントや指

摘を活かして論文の価値を高めるプロセスについて、今後も一層の充実を図っていく必要があ

ることは言を俟たないといえます。

　その一方、とりわけ海外の査読付き学術雑誌では、大量のデータに基づく定量的な研究が一

定の評価をされるものの、少数の事例に基づくラディカルな調査研究は掲載されにくいだけで

はなく、コメントに沿って改訂していくプロセスでは、その研究の持つ本来的なユニークさが

削がれてしまうことがあるように仄聞します。

　無謬性を追求する厳格な研究は重要ですが、社会科学の研究では、従来の枠組みに囚われな

い視点からの試論的な研究の積み重ねによって新しい論点を切り開くことも大切です。さらに、

アカデミックな研究成果であっても、実務の世界と相互に刺激しあう内容であることが求めら

れ、ユニークな視点からの問題提起の論稿が、実務家に支持されて社会的な面で価値ある業績

の一つとなることもあるでしょう。

　大学の紀要には、緩やかな制約の下、自らの責任で論文の品質を担保しつつ、ユニークな視

点からの研究を自由に展開できる「おおらかさ」があり、同じ組織に属する研究者間で各々の

取り組む研究テーマやその内容について、相互の理解を高められるという効果もあると考えら

れます。将来的には、学術書の公刊や国内外の査読付き学術雑誌への投稿を見据え、紀要への

投稿をマイルストーンとして斬新さや独自性を磨く機会と捉えて、研究を計画的に進捗させる

ことの意義を今一度考えてみるのも重要ではないでしょうか。上智経済論集が、そうしたファ

カルティーの修練と相互理解の場としてあり続けることを願ってやみません。

（2019年 2月 15日　編集委員長　山田　幸三）
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